
～平成28年度交付決定額： 千円 平成29年度申請額： 12,338 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 29 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

町民が地域の伝統文化の価値を再認識し、これを契機として地域活性化及び伝統文化の継承発展が期待される。こ
れまでの西原町の歴史や文化を尊重し、より豊かな人間性と文化を創造する「文教のまち西原」の推進に寄与す
る。

平成27～28年度において歴史文化基本構想策定済

地方公共団体
担当部局課

沖縄県西原町教育委員会生涯学習課（文化財係）

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

沖縄県・西原町  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画全体や各補助事業に係る事務調整は以下の担当部署が行う。
・西原町教育委員会生涯学習課文化財係

また、補助事業は次の団体が実施する。
・小波津7年まーる村遊び実行委員会（実行委員長：糸数栄吉）構成団体：小波津自治会
・棚原酉年12年まーるあしび実行委員会（実行委員長：城間盛順）構成団体：棚原自治会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

西原町地域文化遺産活性化事業計画

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

西原町まちづくり基本条例(平成24年4月1日施行)を踏まえ、これまで先人が築いてきた地域資源や伝統文化を尊重
するとともに、それらを継承発展させることのできるまちづくりを推進するため、下記の取組を実施する。また、
実施計画期間内においては、当該補助事業実施団体と十分な調整、連携を図りながら、適切な事業実施を目指す。

※西原町まちづくり基本条例はURL(http://www.town.nishihara.okinawa.jp/town_planning/laws.html)を参照。

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

（回） （回） （回） （回） （回） （回）

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30

28 年度 10 （回） ⇒ 平成 29

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： 地域の文化遺産を活用した取組数（本事業の取組を除く） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 地域祭礼行事での伝統芸能等の活用取組数 関連事業: ①、②

年度 10 （回）目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２：

目標値３： 平成 28 年度 0 （回） ⇒ 平成 29

年度

祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
・小波津伝統芸能保存会会員数の維持
・棚原地区における伝統芸能保存会等の発足

関連事業: ①、②

目標値２： 平成 28 年度 200 （戸） ⇒ 平成 29 年度 200 （戸）

（戸）

設定根拠２：
西原町全体及び小波津地区の人口推移の傾向（横倍）から現状維持で設定。
棚原地区については12年まーるあしびを含めた伝統文化の継承のため保存会の発足が必要。

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30

（戸） （戸）

目標区分３： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分３： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： 西原町立図書館におけるDVD年間貸出回数 関連事業: ①、②

（戸） （戸） （戸）

年度 5 （回）

設定根拠３： 西原町立図書館における類似内容のDVDの貸出回数の平均値から設定。

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

（回） （回） （回） （回） （回） （回）

設定根拠１： 小波津、棚原両地区の祭礼行事やその他町内外イベントでの伝統芸能発表等を想定。

様式１－１別紙①



名名 名 名

29 年度 平成 30 年度

名 名

年度 平成 年度 平成

名

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

名 ⇒ 平成 29 年度 4,000

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 棚原酉年12年まーるあしび会場来客者数（平成17年開催時と同等の数値で設定）

目標値： 平成 17 年度 4,000

～ 平成 29 年度

事業概要：
西原町字棚原の伝統行事である「棚原酉年12年まーるあしび」を開催する。また、この伝統文化
を継承発展させていくために、用具等の整備や演目台本、記録映像などの環境を整える。地域に
集客の場を設けることで、文化継承発展と同時にその活性化を図る。

事業②： 棚原酉年12年まーるあしび 実施団体： 棚原酉年12年まーるあしび実行委員会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度

（戸）（戸） （戸） （戸）

29 年度 平成 30 年度

（戸） （戸）

年度 平成 年度 平成

（戸）

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

（戸） ⇒ 平成 29 年度 200

小波津伝統芸能保存会会員数の維持（西原町及び字小波津の人口推移の傾向から現状維持で設
定）

目標値： 平成 28 年度 200

～ 平成 29 年度

事業概要：
西原町字小波津の7年おき（卯年と酉年）の伝統行事である「小波津7年まーる村遊び」を開催す
る。開催にあたっては、用具等を整備し、また指導者を招聘し後継者の育成及び向上を図る。さ
らに全行程を記録映像として残すことで文化の継承発展、また普及拡大を目指す。

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 小波津7年まーる村遊び 実施団体： 小波津7年まーる村遊び実行委員会

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

様式１－１別紙②


